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■心を一つに気合だ「ヤー」（滝口保育園児による太鼓演奏）

宣
●生涯スポーツに関する町民意識調査

●不景気ふっとばせ！！ 商工産業祭大盛況！！
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レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
の
社
会
的
ニ
ー
ズ
が
、
近
年
高
ま
り

を
み
せ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
若
い
世
代
だ
け
の
も
の
と
せ
す
に
、
幼
児
期
か
ら
老

年
期
ま
で
生
涯
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
の
諸
条
件
の
整
備
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

大
洗
町
に
お
い
て
も
、

総
合
運
動
公
園
を
核
に
町
営
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
学
校
施
設
を

利
用
し
た
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
更
に
、

観
光
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
「
サ
ン
ビ
ー
チ
」
の
活
用
や
来
春
オ
ー
プ
ン
予
定
の

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
」
の
有
効
利
用
と
い
っ
た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

た
め
の
環
境
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
で
は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
の
た
め
、
健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
住

民
意
識
調
査
（

一
般
町
民
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
の
3
部
門
）
を
昨

年
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

調
査
結
果
や
貴
重
な
こ
意
見
等
は
、
現
在
策
定
作
業
を
進
め
て
い
る
「
健
康
と
ス
ポ

ー
ツ
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

紙
面
の
都
合
上
、
結
果
の
概
略
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く
お
知
り
に
な
り

た
い
方
は
生
涯
学
習
課
ま
で
。

Q 健康に自信は？
A 2人に1人は自信あり、でも将来は不安増大！

一
人
に
一人
は
健
庫
に

n信
あ
り

で
も
、
将
米
は
不
安
増
大

現在

将来
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亡コ かなり自信がある

に］ある程度の自信はある
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どちらともいえない

少々不安がある
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かなり不安がある

未回答

Q 健康生活への留意点は？
A 栄養や食生活習慣・病気の予防・人問関係や精神衛生…

栄養や食生活習慣

病気の予防

人間関係や精神衛生

運動や体力づくり

住まいの環境衛生

嗜 好 品
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亡］非常にある にコ少しはある 二 それほどない亡コほとんどないにコ未回答

Q 健康情報の人手手段は？
A ハンフレットや小冊子、次いで健康教室への参加
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ニロ
講習会や講演会

定期的な学習機会

□パンフレットや小冊子
□ビデオテープ

二 電話相談や窓口相談 □未回答
二 その他

'98.12.7 広報おおあらい (2) 



ト1昆七』9'罠l日祁乙紺1魂翡杓に
Q この1年間の運動頻度は？
A 定期的な実施者は約1/3、半数は年に数回以下
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□ほとんど毎日
にコ 週に3・4回

□週に1・2回
こ］ 月に2・3回

□年に数回
□ほとんどしない

□未回答

Q この1年間で一番多く行ったのは？
A ウォーキング・体操・ジョギング・・

] | 26 1 1 1, | 6 | 7 | 7 | 48 | 14 :I3 7| 
0 1 0 20 30 40 50 

6 ゚

20.5 

｝。
8 ゚

23.2 

贔
ー゜゚

仁コウォーキングこコ体操 亡］コルフ □ジョギングこコボーリンクにコ軽い球技亡］その他 亡］未回答

Q これからもスポーツを続けますか？
A スポーツ需要は7割、新規需要者は15%
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□さらに続けたい □別の種目を続けたい 仁コ新たに始めたい［□]やりたくない 亡コ未回答

Q どのスポーツ活動を行政か支援すべき？
A 家族・青少年・高齢者…
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亡コ高齢者 仁コ勤労者 二障害者 □家族 仁□青少年 □家庭婦人口］未回答

Q 健康福祉センターかできることを知っていますか？
A 8割近くが知っている！！
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温水プール

Q
 
では、その中でどの施設を

利用したいですか？（複数回答）

A 健康浴室の利用希望大！

トレーニングルーム

年
間
で
一番
多
く

H
っ
だ
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
は

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
体
操
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
…
…I 

健康浴室

、̀̀

調査対象

20歳から69歳までの
町民男女 1,000名

調査方法

質問紙郵送法

有効回収数（率）

272名 (27.2%)

調査時期
平成9年10月1日～15日

年＿＿
◆ 親子で参加できるスポーツ教室や幼児を対象としたスポーツ教室の開催を
◆ スポーツ専門の広報紙を出し、予定や結果を知らせてほしい
◆ 体育協会の各部への入会の仕方がわからない
◆ 「大洗町のスポーツは何？」と聞かれたとき答えられない
◆ インターネットによる情報の提供をお願いしたい
◆ 小・中学生を対象としたスポーツ教室をできるだけ多く開催してほしい
◆ 町内の大会だけでなく、近隣の大会の情報も知らせてほしい
◆ 参加者ばかりに周知するのではなく、一般住民にも呼びかけて観戦者を増やしては

(3) 広報おおあらい '98.12.7 



不景気をふっとほせ！！

蒻工匿農祭 ．
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や ＿・-ユ
▲たくさんの来場者にまじり、カウボーイの姿も

l
月
1
日
、
大
洗
港
第
4
埠
頭
イ
ベ

ン
ト
バ
ー
ス
で
大
洗
町
商
工
産
業
祭
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
豪
華
客
船
「
飛
鳥
」
が
県

内
初
の
大
洗
港
へ
の
寄
港
を
祝
い
歓
迎

式
典
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
不
景
気
を
吹
き
飛
ば
そ

う
と
趣
向
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
町
内
外
か
ら
訪
れ
た

大
勢
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

商
店
会
や
企
業
、
団
体
な
ど
の
模
擬
店

に
は
、
地
元
の
新
鮮
な
農
水
産
物
が
並

べ
ら
れ
、
即
売
会
や
無
料
配
布
な
ど
販

売
コ
ー
ナ
ー
も
大
勢
の
買
い
物
客
で
賑

わ
い
ま
し
た
。
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▲モチまきで、景気もモチなおせー
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ビ
ー
玉
投
げ
て
景
品
い
た
だ
き

►

「
飛
鳥
」
船
長
か
ら
贈
ら
れ
た
プ
レー
ト
を
手
に
す

る
小
谷
町
長

、←

:̀̀ '/'グ一

ー ”
元
気
“
な
企
業
が
豪
華
客
船

「
飛
鳥
」
を
チ
ャ
ー
タ
ー

世
界

一
周
旅
行
に
使
わ
れ
る
郵
船
ク

ル
ー
ズ
の
大
型
豪
華
客
船
「
飛
鳥
」

が
大
洗
港
に
寄
港
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
茨
城
県
下
館
市
の
広
沢

製
作
所
を
母
体
企
業
と
す
る
「
広
沢

グ
ル
ー
プ
」
が
社
員
旅
行
と
し
て

10

月
31
日
か
ら

11
月
4
日
の

4
日
間
、

豪
華
客
船
を
チ
ャ
ー
タ
ー
。

1
5
0

0
人
の
グ
ル
ー
プ
企
業
社
員
を

5
0

0
人
づ
つ

3
班
に
分
け
て
｀
晴
海
・

大
洗

・
伊
豆
諸
島
を
周
遊
す
る
総
額

1
億
円
の
超
豪
華
旅
行
。
同
グ
ル
ー

プ
は
毎
年
豪
華
社
員
旅
行
を
実
施
し

て
お
り
「
世
の
中
、
不
景
気
だ
か
ら

こ
そ
社
員
に
＿冗
気
を
出
し
て
も
ら
う

た
め
」
と
今
回
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
の
企
業
の

「元
気
」
を
一
緒

に
運
ん
で
き
た
豪
華
客
船
「
飛
鳥
」

の
寄
港
で
商
工
産
業
祭
会
場
は
大
い

に
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。

'98.12.7 広報おおあらい (4) 



我が町の地域振興に向けて、新たな核となる施設

「子ども科学館」の建設費27億円が、国の景気対策

予算として認められた。

これは、近年子供たちの科学離れ、科学する心が

失われつつあると言われている中で、子供たちに科

学の楽しさや大きな夢をもってもらうため、五感で

感じ取り、参加体験型で科学する心が生まれるよう

な施設を是非、我が町に作りたいと国に対し要望し

ていたところ、科学技術庁でもその趣旨を十分理解

していただき、先の臨時国会において緊急経済対策

を盛り込んだ第3次補正予算での予算措置が確定し

た。この「子ども科学館」は、全額国の予算で建設

し、運営はサイクル機構（旧動燃）が行い、子供た

ちにいつまでも親しまれる施設となるように力を入

れて取り組んでいただきます。なお、建設場所はサ

ンビーチ周辺にすべく県と調整中です。

これにより、我が町には「新水族館」と「子ども

科学館」が誕生し、より一層の賑わいが生まれるものと思います。

また、かねてよりサイクル機構（旧動燃）で働く方々の社宅や寮

の建設について、国（科学技術庁）に対し懇願しておりましたとこ

ろ、本年9月l日、サイクル機構寮の建設について県住宅供給公社

の所有地（大洗駅裏）とサイクル機構所有地（水戸市百樹園）の土

地交換が成立し、約70名程入居出来る寮を建設することが決定し

ました。

こうした取り組みが、人口減に歯止めをかけ、町に活力が生まれ

るものと思います。

1998年がもうすぐ終わろうとしています。長引く景気低迷によ

り厳しい経済状況にありますが、町の活力を創り出すべく一生懸命

取り組んできたところです。

この1年間のご支援、こ協力に感謝いたしますとともに、町民の

皆様が新しい年をお元気で迎えられますよう、心からお祈りいたし

ます。

00 

大
洸
町
長

小
谷
隆
売

高
齢
者
叙
勲

元
大
洗
町
議
会
議
員

磯
崎
一
郎
さ
ん
に
勲
六
等
単
光
旭
日
章

元
大
洗
町
議
会
議
員
磯
崎

一
郎
さ
ん

(

8

9

歳

・
大
貫
町

5
7
1
番
地
の
2

)

は
、
昭
和
26
年
4
月
に
旧
大
貫
町
議
会

議
員
に
初
当
選
以
来
、
合
併
後
も
引
き

続
き
大
洗
町
議
会
議
員
と
し
て
同
42
年

ま
で
の

4
期

16
年
の
永
き
に
わ
た
り
、

町
政
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
町
議
会
教
育
民
生
常
任
委

員
会
副
委
員
長
や
工
場
誘
致
特
別
委
員

会
副
委
員
長
の
要
職
を
歴
任
。
昭
和
39

年
の
一
中
体
育
館
を
は
じ
め
祝
町
小
校

舎
、
一
中
防
音
校
舎
の
建
設
等
教
育
環

境
の
整
備
充
実
に
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
原
子
力
研
究
施
設
の
誘
致

時
に
は
、
施
設
の
安
全
性
や
環
境
保
全

に
関
し
積
極
的
に
取
り
組
み
、
町
民
に

地
域
振
興
活
力
を
め
ざ
し
て

信
頼
さ
れ
る
原
子
力
行
政
の
推
進
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

農
業
分
野
に
お
い
て
も
、
昭
和
39
年

か
ら
同
51
年
ま
で
の
4
期

12
年
間
、
農

業
委
員
会
委
員
と
し
て
本
町
の
農
業
経

営
の
近
代
化
、
生
産
力
の
増
進
な
ど
農

業
の
振
興
発
展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

こ
う
し
た
、
永
年
に
わ
た
る
ご
功
績

が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
叙
勲
の
栄
誉
に

浴
さ
れ
た
も
の
で
す
。

゜

大
洗
港
か
ら
始
め
て
の
外
国
航
路
へ
の
船
出

「
茨
城
票
青
年
の
船
」
中
国

10日
問

小紀ん町し 29子 たけらら強ホバ高名去 Iを(j)--, さ 3 本い目地
曽子＾ 5て墜冗鳳本 ゜て中れい Iン校が最 マ求盟。 7れ日昌る的域県
納さ役の参 囲］町 出国‘壮クドマ参高のめ く回まま知→にの内
政ん場 l四ビ＾ 3 か 航上大行ス 1加のもて夢門 しで事青‘リの
子＾職・ サのら し涸洗皿ーラチ ゜4 と←と 目応の一年 3 1青
さ役員 32‘ のィ下も まに港にのルン大 6‘ の友→を l0がの年夕 年
ん場・歳山酉ク 、 し向か送力 1グ洗 6過テ情忌迎 日 l° 船に 1を
デ職 24マロール 2.6大 ぇ間月ーーを海

畠員雙飛悶靡冒邑川 ―― -.L言E圭ニ――丁ロニニ］ ； 后冒祠璽厚外
胃 24 夏畠〗靡冒冨覆 —-- ニロ----------― ｀ 店g閏恵歪麟
23 巴畠頁玩 □ 寮塁［ はニニニア竺ニ__ニ—---- 1主 塁員橋塁：已

歳
）
の
6
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

10
日
間
の
日
程
は
、
船
内
で
の
洋

上
研
修
と
現
地
研
修
（
上
海
・
蘇
州
）

に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、
船
内
研
修
で

は
各
班
に
分
か
れ
て
の
デ
ィ
ベ
ー
ド

（
討
論
）
や
講
義
を
中
心
に
活
動
。

訪
問
先
の
上
海

．
蘇
州
で
は
、
企
業

訪
問
や
農
村
へ
の
体
験
入
村
な
ど
を

芦

□[]

E]

ニn
B
]

に
帰
港
。
大
洗
荒
磯
太
鼓
保
存
会
の

メ
ン
バ
ー
が
演
奏
す
る
勇
壮
な
太
鼓

の
密
き
が
団
員
達
の
長
旅
の
労
を
ね

ぎ
ら
い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
今
回
の

研
修
の
成
果
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
持
ち
帰
り
、
地
域
社
会
づ
く
り
の

担
い
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

゜
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大
洗
高
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部

「
ブ
ル
ー
ホ
ー
ク
ス
」

音
楽
を
通
じ
て

地
域
の
文
化
振
興
に
寄
与

文
化
功
労
者

（
団
体
）

（
 

芸箭・文化の累典力作がせいぞろい
l l月3日文化の日を中心に芸術文化祭が開催さ
れました。

会場の文化センターには、書道をはじめ絵画や工

芸美術、写真、俳句、詩、短歌、てん刻、いけばな、

小中学生の作品など870点の力作が展示され、更

に、日本舞踊や民謡、吟詠剣詩舞、音楽会・群馬町

の皆さんとの合同発表会、俳句会、短歌会、茶会が

大ホールや中央公民館等の会場で発表されました。

今回の数々の作品や発表は、訪れた町民の皆さん

の心に感動を与えたことでしょう。

大
洗
高
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部

「
ブ
ル
ー
ホ
ー
ク
ス
」
は
、
昭
和
5
8
年

の
開
校
1
0
周
年
記
念
事
業
と
し
て
結
成

以
来
、
そ
の
洗
練
さ
れ
た
サ
ウ
ン
ド
と

シ
ャ
ー
プ
な
動
き
で
数
多
く
の
フ
ァ
ン

の
心
を
魅
了
し
て
い
る
。

全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
連
盟
主
催
の
全

国
大
会
に
は
昭
和
5
8
年
か
ら
連
続
出
場

し
、
金
賞
4
回
、
銀
賞
8
回
を
受
賞
。

本
年
1
月
の
全
国
大
会
で
は
念
願
の
グ

ラ
ン
プ
リ

（第
1
位
）
、
文
部
大
臣
賞

I

`

t

r-

大
洗
高
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部

「
ブ
ル
ー
ホ
ー
ク
ス
」
に
文
化
功
労
賞

町
の
文
化
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
方
の
功
績
を
た
た
え
る
、
平
成
1
0
年
度
大
洗

町
文
化
功
労
賞
表
彰
式
及
び
第
24
回
芸
術
文
化
祭
入
賞
者
に
対
す
る
賞
状
授
与
式

が
1
1
月
3
日

（文
化
の
日
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
文
化
功
労
者
1
団
体
、
芸
術
文

化
祭
入
賞
者
49
名
を
紹
介
し
ま
す
。

を
受
賞
し
た
。

国
内
各
地
で
、
年
間
5
0
1
6
0
回
の
演

奏
活
動
を
続
け
る
ほ
か
、
平
成
4
年
、

7
年
、
1
0
年
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
海
外
演

奏
会
を
実
施
し
、
大
好
評
を
博
し
た
。

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
で
の
定
期
演
奏

会
や
町
・
各
種
団
体
の
主
催
行
事
に
も

積
極
的
に
出
演
し
、
本
町
の
文
化
の
振

興
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
。

‘、
絵
画
の
部

知
事
賞
菅
谷
留
五
郎
（
髭
釜
6
区
）

町
長
賓
加
藤
木
元
一
（
寺
釜
ー
区
）

優
秀
賞
大
森
清
（
ひ
た
ち
な
か
市
）

II

米
川
照
枝
（
寺
釜
1
2
区
）

奨
励
賞
圧
司
ハ
ツ
ヨ
（
蔵
前
4
区
）

I
I
木
内
洋
江
（
新
町
9
の
1

)

て
ん築
刻
の
部

知
事
賞
川
又
和
敏
（
祝
町
4
区
）

町
長
賞
会
澤
雅
美
（
永
町
l
区）

奨
励
賞
加
藤
伝
（
髭
釜
2
区
）

II II II II II II II II II II 戸
道
の
部

知
事
賞
高
柳

町
長
賞
打
田

優
秀
賞
ー
席
2
席
3
席
4
席

奨
励
賞

／
 
ー

高
柳
健
治
（
髭
釜
8
区
）

川

上

幸

子
(

2

丁
目
ー
区）

稲
野
辺
捷
司
（
髭
釜
2
区
）

川
上
喜
代
（
新
町
7
の
3

)

福
地
喜
千
夫
（
永
町
1
1
区
）

菅
谷
邦
子
（
栗
光
台
2
区
）

伊
藤
慶
江
（
永
町
1
0
区
）

小
野
瀬
順
義
（
寺
釜
1
2
区
）

海
老
沢
好
一
（
中
宿
ー
区）

大
貫
し
つ
（
髭
釜
5
区
）

田
山
恵
子
（
祝
町
8
区
）

三
村
将
夫
（
寺
釜
9
区
）

正
木
千
賀
子
（
荒
谷
）

鎌
田
美
智
代
（
角

一
6
区
）

大
貫
和
那
子
（
中
宿
ー
区
）

海
老
沢
久
子
（
寺
釜
1
1
区
）

勝
寿
（
髭
釜
5
区
）

照
子
（
新
町
l
O
区
）

俳
句
の
部

知
事
賞
小
松
崎
十
吉
（
新
町
3
の
2

)

町

長

賞

加

藤

宗

一
（
新
町
5
区
）

奨
励
賞
大
貫
千
代
子
（
浜
欠
）

I
I
田
中
勝
枝
（
東
光
台
ー
区）

小
松
崎
美
代
（
明
神
町
8
の
3

)

II 

写
真
の
部

知
事
賞
高
橋

町
長
賞
西
村

優
秀
賞
神
主

奨
励
賞
鈴
木

I
I
田
山

工
芸
美
術
の
部

知

事

賞

打

田

照

子

（
新
町
1
0
区
）

町

長

賞

鈴

木

豊

子

（
祝
町
2
の
2
)

優
秀
賞
大
木
純
子
（
東
光
台
3
区
）

I
I
秋
山
く
り
（
永
町
1
6
の
ー
）

奨

励

賞

古

渡

節

子

（
金
沢
町
ー
区
）

I
I
関
根
み
つ
子

（l
丁
目
2
区
）

永

井

克

子

（
新
町
ー
の
ー
）

高
木
悪
子
（
新
町
7
の
3

)

桜
井
あ
さ
子
（
l
丁
目
2
区
）

II 
II II 

芸
術
文
化
祭
入
賞
者
（
敬
称
略
）

和
豊
（
永
町
ー
区）

勝
美
（
水
戸
市
）

雅
央
（
祝
町
2
の
ー
）

茂
治
（
ひ
た
ち
な
か
市
）

勝
造
（
寺
釜
1
0
区
）

短
歌
の
部

知
事
賞
身
内
ゆ
み
（
永
町
1
6
の
3

)

町
長
賞
照
沼
と
よ
子
（
桜
道
4
区
）

奨
励
賞
三
村
住
江
（
寺
釜
9
区
）

'98.12.7 広報おおあらい (6) 



高橋光さんに

農林水産大臣感謝状

高橋光さん

（明神町2区）

は、農林水産

統計調査（漁

業経済調査）

に永年にわた

り協力した功

績に対し農林水産大臣から感謝状

が贈られました。

この調査は、漁業経営の収支、

財産、家計費、世帯員の状況や操

業状況等について調査し、水産庁

が実施する漁業経営の安定対策、

漁業融資、災害補償等の基礎資料

や国民所得推計資料等に利用され

ています。

教育委員長に
柵山美代子さん

教育委員会

委員の柵山美

代子さん（髭

釜ll区の2)

の任期満了に

より、 9月21

日に開かれた

町議会の同意を得て、 lO月1日付

けで、再び柵山さんを教育委員に

任命しました。任期は平成14年9

月30日までです。

また、唐笠賓さん（寺釜9区

57歳）の教育委員長として任期が

9月30日に満了になり、 lO月26

日に開かれた教育委員会で、柵山

美代子さんが委員長に選出されま

した。

公平委員会委員に
近藤賣さん

東茨城郡内

町村及び一部

事務組合公平

委員会委員

近藤貫さん

（新lllJ7区の

3)の任期満

了により、 9月21日に開かれた町

議会の同意を得て、 lO月1日付け

で、再び近藤さんが公平委員会委

員に選任されました。任期は平成

14年9月30日までです。

祝 高温工学釦験研究炉(HTIR初臨界
年 11月10

＂ぎ----

i 
▲初臨界を達成した原研大洗研究所の高温工学試験研究
l l月10日午後2時18分

日
本
原
子
力
研
究
所
大
洗
研
究
所
で
開
発
を
進

め
て
い
る
高
温
ガ
ス
炉

・
高
温
工
学
試
験
研
究
炉

(H
T
T
R
、

3
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
が
日
月
10
日
午

後
2
時
18
分
、
核
分
裂
反
応
が
連
続
し
て
起
こ
る
初

臨
界
に
達
し
ま
し
た
。

H
T
T
R
は、

1
9
8
7
年
に
国
が
策
定
し
た
原

子
力
開
発
利
用
長
期
計
画
に
基
づ
き
、

91
年
に
着
工
。

約

8
5
0
億
円
を
か
け
て
建
設
を
進
め
て
い
ま
し

こ
。r
 
H
T
T
R
の
炉
心
構
造
材
は
熱
容
量
の
大
き
い
黒

鉛
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
熱
を
取
り
出
す
冷

却
材
に
は
、

高
温
で
も
極
め
て
安
定
し
た
ヘ
リ
ウ
ム

ガ
ス
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
8
5
0
度
か
ら

9
5
0

度
の
高
温
の
熱
を
取
り
出
せ
る
の
が
特
徴
で
す
。

今
後
は
、
約
2
年
ほ
ど
か
け
て
目
標
の
出
力
及
び

高
温
の
熱
の
取
り
出
し
に
向
け
た
試
験
を
行
い
、
来

世
紀
に
は
、
高
温
の
熱
を
利
用
し
た
水
素
製
造
や
新

素
材
の
開
発
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

エネルギー源としてみた高温ガス炉の特徴

［ 三←亨→三
↓ 
I海水淡水化 I

（高温ガス炉の特徴）

■ 二酸化炭素を出さない
■ 高温熱エネルギーの供給
■ 熱効率の向上
■ クリーンエネルギーの創生
■ 原子力利用分野の拡大

(HTTR)中央制御室

(
H
T
T
R
)
 

高
温
ガ
ス
炉
．

高
温
工
学
試
験
研
究
炉

が
初
臨
界

I航空・宇宙・自動車燃料 I

I水素燃料（化学プラント等）I

1 離島発電 I 

（
 

‘、

大洗にある原子炉の仕様

事業所名 日本原子力研究所大洗研究所
核燃料サイクル開発機構

大洗工学センター

原 子 炉 名
裔温工学試験研究炉 材料試験炉 高速実験炉

HTTR ]MTR 常陽 (MK-II) 

原子炉熱出力 30,000キロワット 50,000キロワット 100,000キロワット

原子炉入日／出日冷却材温度 395/850~950℃ 49/50℃ 370/500℃ 

冷 却 材 ヘリウムガス 水 ナトリウム

燃料被覆材 黒鉛 アルミニウム合金 ペレット

燃 料 二酸化ウラン ウラン235 ウラン＇プルトニウム混合酸化物

(7) 広報おおあらい '98.12.7 



女
衆
の
仕
切
る
波
止
場
の
浦
祭

新
町
小
松
崎
十
吉

（
評
）
俳
句
で
単
に
祭
と
言
え
ば
、
京

都
賀
茂
両
社
の
大
祭
を
代
表
格
と
す
る

各
地
の
夏
祭
の
こ
と
な
の
だ
が
｀
海
岸

地
方
の
浦
祭
、
山
里
の
里
祭
は
夫
々
の

土
地
の
収
穫
祭
の
意
も
あ
っ
て
秋
の
祭

な
の
で
あ
る
。
今
波
止
場
で
は
「
茨
城

の
海
つ
く
り
大
会
」
な
る
浦
祭
が
大
勢

の
人
々
を
集
め
て
催
さ
れ
、
そ
の
式
典

に
於
て
、
作
者
は
唯
一
嗅
知
事
賞
を
授

与
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
の
繁
忙
の
中
に

も
裏
方
と
し
て
祭
典
を
取
り
仕
切
っ
て

い
る
女
衆
の
働
き
を
し
か
と
見
極
め
た

俳
句
眼
は
素
晴
し
い
。

リ
ヤ
カ
ー
に
太
鼓

＿
つ
の
里
祭

金

沢

猿

田

俊

子

（
評
）
こ
れ
は
山
里
の
子
供
会
の
秋
祭

で
あ
ろ
う
。
こ
ん
な
句
に
接
す
る
と
、

一
気
に
六
七
十
年
も
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
て
、
リ
ヤ
カ
ー
の
後
ろ
を
ぞ
ろ
ぞ
ろ

と
縦
い
て
歩
い
て
い
る
子
供
の
中
の
一

人
に
還
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
あ

る
。

し
ゅ
う
れ
い

波
音
も
秋
冷
は
こ
ぶ
も
の
と
し
て

桜

道

真

田

空

閑

（評
）
海
風
を
横
切
っ
て
渚
へ
と
下
り

て
ゆ
く
。
砂
上
に
砕
け
る
波
音
が
だ
ん

だ
ん
高
ま
っ

て
く
る
に
つ
れ
て
、
益
々

秋
の
冷
気
が
わ
が
身
を
包
み
こ
ん
で
く

る
の
で
あ
る
。

嫌
壇

．． ． ． 

カ
ー
テ
ン
を
替
へ
て
今
日
よ
り
冬
に
入

る

な
の
ひ

行
秋
の

一
卜
日
の
晴
と
な
り
に
け
り

新

町

加

藤

宗

一

（評
）
過
ご
し
易
か
っ
た
秋
と
言
う
季

節
も
間
も
な
く
終
り
、
厳
し
い
冬
が
否

應
な
く
や
っ
て
来
る
の
だ
が
、
た
ま
た

ま
今
日
は
朝
か
ら
晴
れ
渡
っ
て
暖
か
い

一
日
を
賜
っ
た
。
誠
に
有
難
い
こ
と
で

あ
る
。

東

光

台

田

中

勝

枝

（評
）
今
日
は
立
冬
、
嫌
い
な
冬
の
第

一
日
目
だ
。
で
も
季
節
に
は
逆
ら
え
な

い
。
先
す
カ
ー
テ
ン
を
取
替
え
て
冬
仕

度
の
第

一
歩
と
し
よ
う
。

行
秋
の
堂
縁
に
聞
く
法
話
か
な

永
町
浅
貝
＿
二
千
子

（
評
）
そ
れ
で
な
く
と
も
秋
は
淋
し
い

も
の
な
の
に
、
冬
の
足
音
も
聞
こ
え
て

き
そ
う
な
十

一
月
と
も
な
る
と
、
心
が

滅
入
っ
て
沈
ん
で
し
ま
い
そ
う
に
な

る
。
十
夜
講
の
寺
縁
で
有
難
い
お
説
教
を
聞

い
て
も
、
な
か
な
か
に
心
晴
れ
や
ら
ぬ

今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

瀬
戸
内
の
大
島
小
島
秋
の
暮

明

神

町

小

松

崎

美

代

（評
）
舟
行
か
陸
行
か
、
或
は
旅
荘
の

窓
の
眺
望
か
は
判
ら
な
い
が
、
秋
の
入

日
に
黄
金
色
に
輝
く
瀬
戸
内
海
の
大
景

●
後
稔
亀
泉
進

鉢
物
を
部
屋
に
上
げ
た
る
野
分
か
な

祝
町

今

川

う

め

懸
崖
の
菊
の
流
れ
る
や
う
な
色

桜

道

上

野

君
枝

病
院
に
役
場
に
菊
の
鉢
並
ぶ

束

光

台

大

川

た

か

天
高
し
は
た
め
き
並
ぶ
大
漁
旗

髭

釜

清

水

拡

一
朗

庭
隅
の
の
ど
か
に
咲
け
る
油
点
草

角

＿

前

原

青

嵐

木
犀
の
香
り
垣
根
を
越
え
て
く
る

蔵

前

田

山

佳

風

秋
桜
み
な
大
空
に
向
き
揺
る
る

髭

釜

岸

根

世

司

子

湊
町
更
け
て
霧
笛
の
遠
ざ
か
る

髭

釜

稲

田

富
穂

向
き
替
へ
て
又
向
き
替
へ
て
根
釣
人

新

町

岸

和

田

和

子

草
の
実
の
弾
け
さ
う
な
る
日
和
か
な

夏

海

大

貫

干

代

子

や
し
ろ

潮
風
の
と
ど
く
社
の
返
り
花

桜
道

真
田

静

子

も
り

小
鳥
来
る
杜
に
海
洋
博
物
館

髭

釜

川

崎

京

子

散
策
の
肩
先
濡
ら
し
朝
の
露

祝

町

今

川

晟

さ
ざ
波
の
ひ
た
す
ら
返
す
秋
思
か
な

新

町

酒

井

省

一

が
読
む
者
の
目
の
前
に
浮
か
ん
で
く
る

ょ
う
で
あ
る
。

第2保育所

I 

゜鯰學9改
おおかわ

第2保育所

はるひさくん (6歳）

おおもり よしみちゃん (5歳）

~ 

｀ 

ほく――
,0
足
ー
示
f
J
J

シ、
方・ ‘ツ
こ
:.]ノ

第2保育所

とびた

おおさき

まなみちゃん (5歳）

二^ 争=嗚ヤ↑
みきちゃん (6歳）

'98.12.7 広報おおあらい (8) 



「
里
の
景
」

〔評
〕
モ
ノ
ク
ロ
を
使

っ
た
作
品
で
、

囲
気
が
良
く
出
て
い
ま
す
。
建
物、

の
画
面
構
成
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

山
里
の
雰

木
、
水
田

0

0

m

 

1
0
1
 

8
2
1
1
 

L
3
 

F
l
l
1
/
12 

山

埼

正

「捕獲」 1/500 

高橋和農

〔評〕獲物を捕獲したシ ラサギですが、シ ャッ

ターチャ ンスの良さが決めてとな った作品で

す。露出ピント 共に良 く画面上のバランスも

最高です。

600nm1 F5.6 

フ
ォ
ト
P
H
D
T
D
[講
評
]
佐

川

泰

久

■地
方
審
査
（
水
戸
フ
ロ

ッ
ク
）

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
部
優
秀
費

新
町
6
区
の
2
町
内
会

新
町
1
0
区
町
内
会

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

コ
コ
ス

地
域
の
部
優
良
賞

蔵
前
子
供
会

団
体
・

職
場
の
部
優
秀
賞

磯
浜
婦
人
会
、

愛
友
会

学
校
の
部
優
良
廿

大
洗
高
校

■中
央
審
査

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
い
ば
ら
き
協
会
長
廿

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
部

新
町
6
区
の
2
町
内
会

新
町
10
区
町
内
会

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

コ
コ
ス

団
体

・
職
場
の
部

磯
浜
婦
人
会
、
愛
友
会

鯛
26園
花
と
縁
の

躙
墳
美
化
コ
ン
ク
ー
ル

シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム

十
二
月
の
園
芸
作
業
も
一
年
の

締
め
く
く
り
で
す
。
庭
や
花
壇
の

咲
き
終
え
た
菊
、
萩
、
杜
腸
草
な

ど
は
、
地
際
か
ら
刈
り
取
り
焼
い

て
し
ま
う
と
来
年
の
病
害
虫
の
予

防
に
も
な
り
ま
す
。
落
ち
葉
な
ど

は
集
め
て
堆
肥
や
腐
葉
土
を
つ
く

っ
て
来
年
の
植
え
込
み
に
利
用
し

ま
す
と
土
作
り
に
な
り
ま
す
。

今
月
は
庭
木
、
花
木
、
果
樹
は

間
引
き
、
剪
定
を
し
て
寒
肥
を
し

ま
す
（
遅
く
と
も
二
月
下
旬
頃
ま

で
に
は
終
了
し
ま
し
ょ
う
）
。
木

の
周
り
三
箇
所
に
穴
を
掘
り
、
深

さ
20
1
30cm
に
堆
肥
、
油
か
す
、

骨
粉
、
化
成
肥
料
を
よ
く
混
ぜ
合

わ
せ
て
埋
め
戻
し
ま
し
ょ
う
。
来

ふ
く
じ
t
そ
う

春
一
番
に
花
を
咲
か
せ
る
福
寿
草

も
株
分
け
、
植
え
込
み
時
期
で
す
。

季
節
の花
だ
よ
り

植
歪
替
え
場
所
は
日
当
た
り
の
良

い
場
所
に
植
ス
ま
す
と
早
く
花
を

咲
か
せ
ま
す
。
庭
の
下
草
で
は
セ

ン
リ
ョ
ウ
、
マ
ン
リ
ョ
ウ
、
ヤ
ブ

コ
ウ
ジ
な
ど
の
実
が
鮮
や
か
な
彩

り
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
野
鳥
の

食
害
に
注
意
す
れ
ば
来
春
遅
く
ま

で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q
シ
ク
ラ
メ
ン
、
ポ
イ
ン
セ
チ

ア
、
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
の
選
び
方
の

コ
ツ
を
知
り
た
い
の
で
す
が
。

A
シ
ク
ラ
メ
ン
、
ポ
イ
ン
セ
チ

ア
は
、
葉
が
つ
ま
っ
て
花
と
の
バ

ラ
ン
ス
が
良
く
、
葉
が
大
き
す
ぎ

す
垂
れ
下
が
っ
て
い
な
い
株
が
良

く
締
ま
っ
た
も
の
を
選
び
ま
す
。

シ
ク
ラ
メ
ン
は
葉
数
が
多
く
、
全

体
の
姿
が
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ー

キ
の
よ
う
に
葉
が
も
り
上
が
っ
て

い
る
も
の
の
中
か
ら
好
み
の
花
色

を
選
ん
で
下
さ
い
。
買
い
求
め
た

ら
日
当
た
り
の
良
い
室
内
で
管
理

し
、
高
温
に
な
る
暖
房
器
具
の
そ

ば
に
は
近
づ
け
す
、
肥
料
と
水
の

や
り
す
ぎ
に
注
意
し
ま
す
。

シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
は
、
葉
の
間
延

び
し
て
い
な
い
株
の
締
ま
っ
た
も

の
を
選
び
ま
す
。
つ
ぼ
み
の
硬
い

も
の
は
花
が
咲
か
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

（
大
貫
寛
昭
記
）

ー
町
緑
化
推
進
協
議
会
ー

(9) 広報おおあらい '98.12.7 



叶なさんの
かんlがIIこ拍手！
［ 秋季競技の結果（敬称略） ： 
3
 

（
 

令，
 
敬
一
郎

祥
照

第
1
6
回
町
民
卓
球
大
会

と
き
／
1
1
月
1
5
日
（
日
）

と
こ
ろ
／
総
合
運
動
公
園
体
育
館

高
校
・
一
般
男
子
の
部

優

勝

植

田

敏

行

準

優

勝

佐

藤

甚

也

3

位

米

川

和

幸

高
校
・
一
般
女
子
の
部

優

勝

川

上

み

ね

子

準

優

勝

高

柳

裕

美

3

位

佐

間

田

洋

子

中
学
男
子
の
部

優

勝

細

川

準

優

勝

深

作

3

位

米

川

初
心
者
の
部

優

勝

松

岡

準

優

勝

磯

崎

位

堀

野

亮
平
英
明
明
秀

▼優勝を笑顔で飾るオリーブの皆さん
● 9 99- - ..,• 一9 9 9l一 - --

3
 
位

準
優
勝

家
庭
婦
人
パ
レ
ー
ボ
ー
ル

と
き
／
1
0
月
2
5
日
（
日
）

と
こ
ろ
／
総
合
運
動
公
園
体
育
館

優

勝

オ

リ

ー
ブ
ク
ラ
ブ

準
優
勝
い
わ
ふ
ね
ク
ラ
ブ

位
大
洗
ク
ラ
ブ

位
ア
ッ
プ
ル
ク
ラ
ブ

第
6
回
親
子
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

と
き
／
l
l
月
3
日
（
文
化
の
日
）

と
こ
ろ
／
老
人
憩
い
の
家
周
辺

優

勝

根

本

チ

ー
ム
（
根
本
一
昭

博
子

・
祥
平
）

ョ
コ
チ
ャ
ン
ズ

（横
山
裕

光
子

・
絵
里
子
裕
一
郎
）

お
は
ガ
ー
ル
（
小
松
崎
博

文

・
ゆ
き
美

・
麻
由
）

第
4
回
秋
季
ペ
タ
ン
ク
大
会

と
き
／
1
1
月
5
日
（
木
）

と
こ
ろ
／
老
人
憩
い
の
家
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
コ
ー
ト

4
 
3
 

‘、
第
1
3
回
大
洗
町
近
郊
少
年
柔
道
大
会

と
き
／
1
月
8
日
（
日
）

と
こ
ろ
／
総
合
運
動
公
園
体
育
館

〇
幼
年
の
部

第
3
位
青
柳
雄
紀
（
勝
武
館
）

0
小
学
1
年
生
の
部

優

勝

大

木

大

輔

（

勝

武

館

）

準
優
勝
増
田
裕
太
（
大
洗
柔
ク
）

第
3
位
菊
池
崚
（
大
洗
柔
ク
）

0
小
学
3
年
生
の
部

優

勝

関

根

大

（

勝

武

館

）

第
3
位
佐
久
間
友
恵
（
勝
武
館
）

敢
闘
賞
海
野
翔
平
（
大
洗
柔
ク
）

0
小
学
4
年
生
の
部

一

準
優
勝
高
橋
祐
樹
（
勝
武
館
）

0
小
学
4
年
生
女
子
の
部

敢
闘
賞
井
関
茜
（
大
洗
柔
ク
）

0
小
学
5
年
生
の
部

第
3
位
佐
久
間
貴
久
（
勝
武
館
）

第
3
位
高
橋
秀
治
（
勝
武
館
）

敢
闘
賞
照
沼
幹
也
（
大
洗
柔
ク
）

0
小
学
5
.
6
年
生
女
子
の
部

準
優
勝
桧
山
乃
渡
香
（
大
洗
柔
ク
）

0
小
学
6
年
生
の
部

優
勝
関
根
祐
輝
（
大
洗
柔
ク
）

準
優
勝
小
松
崎
亮
（
勝
武
館
）

第
3
位
小
野
瀬
雅
仁
（
勝
武
館
）

第
3
位
関
根
涼
平
（
勝
武
館
）

敢
闘
賞
井
上
善
章
（
勝
武
館
）

0
中
学
2
年
生
男
子
の
部

優
勝
宇
留
野
幸
太
郎
（
大
洗
柔
ク
）

第
3
位
大
貫
倫
央
（
南
中
）

優

勝

準
優
勝位

3
 

清
水
会
A

角
寿
会

み
ど
り
会

0
中
学
1
年
生
女
子
の
部

第

3

位

大

川

千
寛
（
南
中
）

0
中
学
2
年
生
女
子
の
部

準

優

勝

松

本

か

お

り

（
南
中
）

0
中
学
団
体
戦

第
3
位
大
洗
南
中

大
洗
町
近
郊
学
童
野
球
大
会

と
き
／
1
0
月
2
5
日
（
日
）

と
こ
ろ
／
総
合
運
動
公
園
野
球
場

6
年
生

3

位

大

洗

野

球

少

年

団

優

秀

選

手

賞

栗

原

雄

太

敢

闘

賞

鯉

渕

貴

志

敢

闘

賞

小

野

瀬

聡

5
年
生

優

勝

大

洗

野

球

少

年

団

最
優
秀
選
手
賞

米

川

聡

優
秀
選
手
賞

小

松

崎

岬

敢

闘

賞

藤

枝

正

太

郎

敢

闘

賞

額

賀

康

宏

-= 
｛
 

i
 

一
t
i
 

i

-
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▲人生山あり谷あり

園骨i91:’’IIJi
10月25日（日）大洗サンビーチ特設会場で第2回

ハロウィンド（波浪風）ビーチ ・チャレンジin大洗が

開催されました。

ビーチや海浜公園を歩く「ウオーキング」、裸足で砂

浜を走る「ランニング」、悪路を自転車で走破する「バ

イシクル」、自転車とランニングの複合レース「デュア

スロン」などが行われ、健脚を競いました。

また海鮮汁サービスや荒磯太鼓の演奏などもあり、

参加した皆さんはさわやかな秋の1日を満喫していま

した。

（
 

地域で祝ら股穫祭
町社会福祉協議会祝町支部では、祝町小学校児童、

PTAの参加により、実りの秋にさつまいもの収穫を行い、

例年ひぬま苑やユーカリの里に寄贈しています。

また、今年は収穫祭として、 ll月8日、祝小、 PTA、

祝小区学地連実践委員会共催で「第一回ふるさと秋まつ

り」が開催されました。

午前中は授業参観、親子で参加のミニサッカー、地域

の人たちの手作り昼食の後、午後は子どもたちによる音

楽や菊づくりの発表、昔あそびが行われ、あやとりやお

はじき、ベーコマや竹とんぼ等、おじいちゃん、おばあ

ちゃんに教わりながら、子どもたちは、時を忘れて昔あ

そびを楽しんでいました。

▲大きなおいもを堀りあてるぞ

（
 

叩ものはょう'

｀ー グ b ゞ＝呈.•
念 ·べ•｀ ー ク： る年
3 ＜叩t竺0 、J塁邑
優秀賞 荒）1|美貴さん

劇，［、序 雫

りる
優秀賞海老根李奈さん

魚のよ3:ぶ
き如ヽ tぷ臥沼

． 
最優秀賞 鬼沢玲子さん

きれいな
涸沼を目指して
l l月5日、小川町文化センターで「いばらき湖沼会

議 •こども環境会議」が開催されました。

町からは涸沼水質浄化対策協議会の皆さんが参加し、

水瑣境にやさしい取組みを行なっている団体の方々と

情報交換や講演等を通じて身近な水質浄化に向けた実

践活動について勉強しました。

また、会場内で行われた水質浄化ポスター展「涸沼

の部」 において、大貫小学校3年生鬼沢玲子さんが最

優秀賞に輝き、大貫小学校3年生荒川美貴さん、磯浜

小学校3年生海老根李奈さんが入選されました。

(l l) 広報おおあらい '98.12.7 



日
時
／
予
選
会

2
月
6
日
（
土
）

2
月

7
日
（
日
）

ひ
た
ち
な
か
市
那
珂
湊
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー

「
し
あ
わ
せ

プ
ラ
ザ
」

決
戦
会
2
月
日
日
（
木
）

茨
城
嗅
民
文
化
セ
ン
タ
ー

申
込
締
切
／
1
月
8
日
（
金
）

参
加
資
格
／
自
由
参
加
(

1

8

歳
以
上
）

出
場
人
員
／
3
5
0
名

参
加
料
／
2
、
5
0
0
円
（
昼
食
は
各

第

20
回
磯
節
全
国
大
会

開
催
の
お
知
ら
せ

自
用
意
）

入
場
券
の
求
め
方
／

決
戦
会
場
で
の
当
日
入
場
券
(

2

、

5
0
0
円
）
及
び
前
売
券

(
2
、

D
o

0
円
）
は
、
各
民
謡
団
体
又
は
商
工
観

光
課
・
大
洗
町
観
光
協
会
ま
で
。

申
込
み
・
問
合
せ
／

商
工
観
光
課
（
内
線
3
3
l
)

茨
城
嗅
勤
労
者
育
英
基
金
で
は
、
労

働
金
磨
（
ろ
う
き
ん
）
の
低
利
な
教
育

ロ
ー
ン
利
用
者
に
対
し
、
利
子
補
給
を

行
い
ま
す
。

言
う
き
ん
の
教
育
ロ
ー
ン
】

融
資
額
／
3
0
0
万
円
（
ろ
う
き
ん
会

員
の
方
は
、

5
0
0
万
円
）

返
済
期
間
／
15
年
以
内
、
在
学
中
の
元

金
据
置
返
済
や
親
子
リ
レ
ー
返

済
も
で
き
ま
す
。

金
利
／
年
3
％
（
変
動
金
利
）

年
3
.
5
％
（
固
定
金
利
）

【育
英
基
金
の
利
子
補
給
制
度
】

育
英
基
金
と
は
、
勤
労
者
の
教
育
費

の
負
担
軽
減
を
目
的
に
県
、
市
町
村
、

ろ
う
き
ん
が
出
資
し
て
つ
く
ら
れ
た
公

益
法
人
で
す
。
在
学
中
（
最
長

4
年
以

内
）
は
、
お
子
様
ー
人
あ
た
り

l
o
o

万
円

(
1
世
帯
3
0
0
万
円
）
ま
で
の

融
資
額
に
対
し
て
、
年
1
％
の
利
子
補

給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
／
労
働
金
庫
水
戸
南
支
店

6

(
2
4
8
)
5
7
0
0
 

「
教
育
ロ
ー
ン
」
と

「
利
子
補
給
制
度
」
の
お
知
ら
せ

調
理
師
の
皆
さ
ん
へ

就
業
届
出
の
お
願
い

介
護
サ
ー
ビ
ス

技
術
講
習
会

水
戸
市
天
王
町
2
|
2
5

c

(
2
2
6
)
0
7
2
7
 

丁

3
1
0
1
0
0
2
5

理
機
関
」
社
団
法
人
茨
城
県
調

理
師
連
合
会

役
場
一
般
業
務

年
末
／
1
2
月
2
8
日
（
月
）
ま
で

平
常
業
務

年
始
／
1
月
4
日
（
月
）
よ
り

平
常
業
務

問
合
せ
／
総
務
課
（
内
線
2
3
l
)

飲
食
店
や
給
食
施
設
等
の
職
場
で
働

い
て
い
る
調
理
師
は
、
就
業
の
届
出
を

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す。届
出
方
法
／

「
調
理
師
業
務
従
事
者
届
」

に
平
成
1
0
年
12
月
3
1
日
現

在
の
状
況
を
記
入
し
て
平

成

1
年
1
月
15
日
ま
で
に

左
記
へ

届
出
・
問
合
せ
／

「
知
事
指
定
届
出
受

年
末
年
始
の

各
種
業
務
日
程

に
つ
い
て

運
転
免
許
事
務
取
扱
い

斎
場
及
び
火
葬
業
務

年
末
／
1
2
月
3
1
日
（
木
）
ま
で

年
始
／
1
月
4
日
（
月
）
よ
り

※
火
葬
許
可
申
請
に
つ
い
て
は
、
前

日
ま
で
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す。

問
合
せ
／
生
活
環
境
課
斎
場
施
設
管

理
係

6

(
2
6
7
)
0
4
0
9

年
末
／
1
2
月
2
8
日
（
月
）
ま
で

年
始
／
1
月
4
日
（
月
）
よ
り

※
休
日
中
に
有
効
期
間
が
満
了
す
る

方
は
、
法
律
に
よ
り
ー
月
4
日
が

―

有
効
期
間
満
了
日
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
／
生
活
環
境
課
交
通
防
災
係

（
内
線
2
4
2
)

内
容
／
老
人
等
介
護
の
知
識
と
技
術
の

習
得
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級
）

期
間
／
1
月
19日
1
3
月
5
日
ま
で
の

2
7
日
間
（
週

4
日
火

1
金
曜
日
）

こ
み
収
集
業
務

1
2
月
3
1
日
か
ら
1
月
3
日
ま
で
ご

み
収
集
業
務
は
お
休
み
と
な
り
ま

す。年
末
／

も
え
る
ご
み

1
2
月
2
8
日
（
月
）

指
定
曜
日
収
集
（
平
常
業
務
）

1
2
月
2
9
日
（
火
）

指
定
曜
日
収
集
（
平
常
業
務
）

も
え
な
い
ご
み

1
2
月
3
0
日
（
水
）
平
常
業
務

焼
却
場
へ
の
ご
み
持
込
み
（
搬
入
）

1
2
月
2
9
日
（
火
）
正
午
ま
で

1
2
月
3
0
日
（
水
）
正
午
ま
で

年
始
／
1
月
4
日
（
月
）
よ
り
平
常
業
務

問
合
せ
／
生
活
環
境
課
清
掃
管
理
係

（
内
線
2
4
5
)

時
間
／
午
前
1
0
時

1
午
後
4
時

条
件
／
受
講
後
就
職
を
希
望
し
て
お

り
、
全
日
程
出
席
可
能
な
嗅
内
在
住
の

女
性
（
定
員
3
0
名
）

申
込
み
／
1
月
6
日
（
水
）
午
前
1
0
時

ー
午
後
3
時
ま
で
の
間
（
午
前

12時

1
午
後
ー
時
を
除
く
）
に

茨
城
嗅
女
性
就
業
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
ま
で
5
0
円
の
は
が
き
持

参
の
上
、
本
人
が
来
る
こ
と

講
習
場
／
茨
城
県
女
性
就
業

所
及
び

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

C

(
2
2
7
)
2
4
3
l
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町農民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税・国民年金保険料

便利な
口厘編讐鵬麿
のおすすめ

のお知らせ

こ

冒□皇
町税及び国民年金保険料を預金口座から自動的に引

き落とす制度です。

振替納税は、現金を持ち歩く必要がなく安全で大変便

利です。

ぅっかり納税を忘れてしまうこともなく納税したこと

が預金通帳にも記載されます。

申込方法／

口座振替取扱金融機関に用意してある「口座振替依

頼書」に必要事項を記入してお申込み下さい。

ただし、納税組合の組合員は、口座振替の対象となり

ません。

問合せ／税務課（内線14l) 

保健課（内線l2l)

住民課（内線114)

平
成
1
0
年
1
月
以
降
新
＇
増
築
さ
れ

た
家
屋
（
物
置
等
も
含
む
）
に
つ
い
て

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

調
査
に
は
、
税
務
課
職
員
が
お
伺
い

い
た
し
ま
す
の
で
こ
協
力
下
さ
い
。

な
お
、
調
査
日
の
指
定
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
税
務
課
へ
こ
連
絡
下
さ
い
。

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
は
、
税
金
に
関

こ
存
じ
で
す
か
？

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー

新
・
増
築
家
犀
の
調
査
に
つ
い
て

平
成
1
0
年
中
に
家
屋
の
全
部
ま
た
は

一
部
の
取
り
壊
し
が
あ
っ
た
場
合
、
そ

の
家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税
は
、
平

成
1
年
度
か
ら
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
の
で

「家
屋
滅
失
届
」
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

届
け
出
用
紙
は
、
税
務
課
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
税
務
課
（
内
線
ー
4
3
)

家
屋
滅
失
届
に
つ
い
て

す
る
相
談
に
コ
ン
ピ
ュ
—
タ
ー
が
自
動

的
に
お
答
え
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
朝
6
時

か
ら
夜
1
2
時
ま
で
受
付
け
て
お
り
、
日

曜
祝
日
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
方
法
は
、
最
寄
り
の
タ
ッ
ク
ス

ア
ン
サ
ー
に
電
話
し
て
案
内
に
従
い
コ

ー
ド
番
号
を
順
番
に
押
し
ま
す
と
解
説

が
流
れ
ま
す
。

「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
コ
ー
ド
表
」

は
、
税
務
署
や
役
場
窓
口
に
置
い
て
あ

り
ま
す
。
N
T
T
の
電
話
帳
（
タ
ウ
ン

ペ
ー
ジ
な
ど
）
に
コ
ー
ド
表
の

＿
部
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

6
.
F
A
X
(
2
2
8
)
4
4
8
8
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

h
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/
/
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w
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c
e
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、ヽ

~

taxanser 

法方

ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
巻
く

温保の管り上立
防
寒
具
は
こ
の
よ
う
に

0
水
道
管
に
防
寒
具
を
つ
け
て
い
な

い
家
庭
で
は
、
早
め
に
町
の
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
依
頼
し

て
保
温
材
を
取
り
つ
け
る
よ
う
お

勧
め
し
ま
す
。

0
水
抜
き
装
置
の
付
い
て
い
な
い
屋

外
用
の
立
上
り
管
は
、
不
凍
水
栓

（
立
上
り
管
の
中
の
水
を
抜
い
て

凍
結
を
防
ぐ
）
に
取
り
替
弓
る
よ

う
お
勧
め
し
ま
す
。

水道管に宅冬支度を
厳しい冬が訪れ、夜に冷え込んで気温が氷点下5

度以下になると 、）東結による水道管の破裂が多

くなり ます。とくに風当たりの強い所や日陰、

北向きにある水道管や量水器には、早めに冬支

度をしてください。

゜
凍
っ
て
水
が
で
な
い
と
き
は

水
道
管
や
蛇
口
に
タ
オ
ル
な
ど
を
巻

き
、
蛇
口
を
開
け
、
そ
の
上
か
ら
ぬ
る

ま
湯
を
か
け
て
、

解
か
し
て
く
だ
さ
い
。

直
接
熱
い
お
湯
を
か
け
る
と
、
割
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
漏
水
の
場
合
は
、

量
水
器
の
中
に
あ
る
バ
ル
ブ
を
、
右
に

回
す
と
水
が
止
ま
り
ま
す
。

給
水
装
置
は
皆
さ
ん
の
財
産

家
庭
内
に
引
き
込
ま
れ
た
給
水
管
と
、

こ
の
管
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
止
水

栓
や
量
水
器
（
町
の
貸
与
品
）
、
蛇
口

な
ど
給
水
装
置
は
皆
さ
ん
の
財
産
で
す
。

こ
の
給
水
装
置
の
新
設
や
改
造
｀
修
理

工
事
は
、
大
洗
町
指
定
の
給
水
装
置
工

事
事
業
者
が
行
い
、
そ
の
費
用
は
皆
さ

ん
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
／
大
洗
町
水
道
課

6

(
2
6
7
)
5ー

2

5

量水器の保温方法
発泡スチロールくずなど
（ビニール袋に入れる）

ぐ＼

レ

ブ

I
'‘、

ダンボール
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど

〇
足
水
器
は
、
ピ
ニ
ー
ル
袋
に
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
や
ぽ
ろ
布
を
詰
め
た

も
の
を
量
森
奈
の
箱
の
中
に
入
れ
、

さ
ら
に
段
ボ
ー
ル
な
ど
を
載
せ

て
保
温
し
て
く
だ
さ
い
。
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相
談
日
／
毎
週
金
曜
日

場
所
／
商
工
会
館
婦
人
研
修
室

時
間
／
午
後
ー
時
3
0
分
1
3
時

※
第
ー
金
曜
日
の
み
弁
護
士
が
相
談

（
要
予
約
）
相
談
無
料
。

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会

（
内
線
ー
6
ー
）

心
配
こ
と
相
談

環

境

福

祉

青

少

年

交

通

安

全
•

国
際
交
流
な
ど
様
々
な
分
野
で
活

動
し
て
い
る
団
体
で
社
会
に
貢
献
し
て

い
る
活
動
年
数
3
年
以
上
の
県
内
の
団

体
、
サ
ー
ク
ル

・
グ
ル
ー
プ
（
応
募
要

件
あ
り
）
を
応
援
し
ま
す
。

募
集
期
間
／
平
成
11年
1
月
3
1
日
ま
で

奨
励
金
／
ー
団
体
1
0
万
円

奨
励
団
体
数
／
1
0
団
体
以
内

問
合
せ
／
水
戸
市
三
の
丸
ー
の
ー
の
3
3

す
い
さ
ん
会
館
4
階

大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
会
議

6

(
2
2
4
)
8ー

2

0

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

奨
励
団
体
募
集

（
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第
3
2
回
茨
城
県
読
書
振
興
大
会
に
お

い
て
図
書
室
の
海
老
沢
百
合
子
さ
ん

（
寺
釜
9
区
）
関
根
幸
子
さ
ん
（
金
沢

町
ー
区
）
に
、
茨
城
県
読
書
推
進
運
動

協
議
会
長
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

お
二
人
は
、
図
書
室
開
設
時
か
ら
1
5

年
間
｀
図
書
室
の
運
営
に
た
す
さ
わ
り
、

町
の
読
書
活
動
を
推
進
し
、
振
興
発
展

に
力
を
尽
く
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
人
た
ち
に
親

し
ま
れ
る
図
書
室
に
し
た
い
」
と
受
賞

の
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

図
書
室
の
海
老
沢
さ
ん

関
根
さ
ん
に
感
謝
状

「
公
民
館
ま
つ
り
」
で
本
の
リ
サ
イ

ク
ル
を
目
的
と
し
て
古
本
市
を
行
な
い

ま
す
。
こ
家
庭
で
読
み
終
っ
た
本
、
積

ん
で
お
く
だ
け
の
本
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
公
民
館
ま
で
お
持
ち
下
さ
い
。

本
に
は
「
文
化
」
が
つ
ま
っ
て
い
ま

す
。
ゴ
ミ
に
せ
す
に
も
う
一
度
よ
み
が

え
る
機
会
を
。

受
入
期
間
／
平
成
1
年
ー
月
3
1
日
ま
で

（
祝
日
を
除
く
9
時
1
1
6
時
）

受
入
場
所
／
中
央
公
民
館
図
書
室

リ
サ
イ
ク
ル
の
方
法

皆
さ
ん
か
ら
お
持
ち
い
た
だ
い

た
本
を
公
民
館
ま
つ
り
で
l
人

3
冊
ま
で
無
料
配
布
し
ま
す
。

受
入
れ
に
つ
い
て
の
お
願
い

・
破
損
、
汚
損
等
が
甚
し
い
本
、

雑
誌
等
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

•

お
手
数
で
も
公
民
館
ま
で
持
込

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
中
央
公
民
館

6

(2
6
7
)
0
2
3
0
 

■休
館
日

1
2
月
1
4
日
（
月
）
2
1
日
（
月
）

2
8
日
（
月
）

1
1
月
4
日
（
月
）

1
1
日
（
月
）

・
1
8
日
（
月
）

■貸
出
時
間

午
前
9
時
3
0
分

1
午
後
4
時
3
0
分

■貸
出
期
間

2
週
間
(

1

人
3
冊
ま
で
）

本
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

こ
協
力
を

v̀ 

河
出
書
房
新
社

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
夢
の
あ

る
言
葉
の
数
々
、
そ
の
ニ
―
-
0
-

―――-0

に
生
き
る
喜
び
が
あ
り
ま
す
。
心

の
ぬ
く
も
り
が
何
で
あ
る
か
を
伝

え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ。

生
き
て
い
て
よ
な
た
と＂しる

こ

5

ひ
と
こ
と
"

.

r
,9¢ 

ヽ
＾
“

＼｛

・・ベ

J
t

i

手

f
i

乞
（

J
 

す

g
.... 

生
き
て
い
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
る

こ
の
グ
ひ
と
こ
と
ク

全
労
済

編

●大洗文化センター● fl266-2442 

ド
リ
ト
ル
先
生
ア
フ
リ
カ
ゆ
き

岩
波
少
年
文
暦

動
物
語
の
わ
か
る
医
者
の
ド
リ

ト
ル
先
生
は
、
サ
ル
た
ち
を
疫
病

か
ら
救
う
た
め
に
犬
の
ジ
ッ
プ
や

ブ
タ
の
ガ
ブ
ガ
ブ
な
ど
ひ
き
つ
れ

て
、
ア
フ
リ
カ
に
向
け
て
航
海
に

出
ま
す
。
黒
人
の
王
子
バ
ン
ポ
や

海
賊
た
ち
も
登
場
し
、
先
生
は
大

活
躍
。
ロ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
名
作
の

第
一
作
目

ドリトル先生
ヒ
ュ
ー
・
ロ
フ
テ
ィ
ン
グ
作

井
伏

鱒
二

訳

R

書

紹

介

月 日躍 催 事 内容 開始時屑 開催場枡 入場方法

8火小学校芸術鑑賞のつどし＼ ] 0 00~ ホール 関係者

12 13 日大洗裔校マーチyグ）tンド足闘演奏会 1330~ ホー）し 一 般

22 火運転免許更新時講習会 900~ 大会議室関係者

町の人口と世帯
(l l月1日現在）

人口 20,231人 (+9)

男 9.970人 (+3)

女 10.261人 (+6)

世帯数 6,613戸(+14) 

転入 63人 転出 49人

出生 14人 死亡 19人

畠

固定資産税 （第3期）
納期は

12月25日迄です。
国民年金 (12月分）

納期は

12月28日迄です。

四
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月 日 曜 事業名 対象者 受付実施時1Wl

17 木 三種混合接種 生後3カ月～90カ月未満iJ)孔幼児 13:00~14:00 

18 ノ孟‘ 機能回復訓練 腐害をもった方で様能』II練が必要な方 9:00~11 :OO 

12 
22 火 機能回復訓練 樟害をもった方で椴能~I|練が必要な方 9:00~11 :oo 

木
国保相談 老）＼医療受給券新規交付者 9:00~11 :30 

24 
牛生後後36カカ｝月1-～47カカ月月のの乳乳児児乳児健診 13:00~14:00 

25 金 機能回復訓練 椋( I1害、)科をも医っ診た察方指で椴~1/.能) 訓紬が必要な方 9:00~11:00 

5 火 機能回復訓練 障害をもった方で横能』II練が必要な方 9:00~11 :OO 

8 金 機能回復訓練 停（理害学を療もっ法た士方指で機禅能）訓諌が必要な方 13:00~1s:oo 

11 月 母子相談 韓及び乳幼児 9:30~11 :OO 
J 機能回復訓練 腐害をもった方で概能訓練が必要な方 9:00~11:00 
12 火
乳ど子If)蜻予防教室 1巖If)幼児及び且視 13:00~14:00 

木
母親教室① 杜巌6カ月～8カ月1J)枡産IJ)方 10:00~11 :30 

14 
三種滉合接種 生後3カ月～90カ月未満の孔幼児 13:00~14:00 

ま き やすひろ

真木康裕くん

（桜道6区 l歳9カ月）

●父

●母

繁視

悦子

フェリーが大好きで

毎日観に行っています

●父

●母

アイドIL!

せきね としひこ

開根俊彦くん

（永町14区 1歳8カ月）

俊也

美智子

外で遊ぶのが大好き

ただいま自転車特訓中II

病
気
や
交
通
事
故
等
の
手
術
用
血
液

が
年
間
を
通
じ
て
不
足
し
て
お
り
ま

す
。
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
こ
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈全
血
献
血
〉

日
時
／
1
月
20日
（

水

）

9
時
30
分
1
1
2
時
30
分

13
時
30
分
1
1
5
時
30
分

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

種
類
／
2
0
0
m
e
4
0
0
m
e
献
血

献
血
の
で
き
る
人
／

16
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人

献
血
さ
れ
た
方
に
は

＊
粗
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

＊
全
員
に
健
康
管
理
に
役
立
た
せ
て
い

た
だ
く
た
め
血
液
検
査
サ
ー
ビ
ス
を
お

こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。
生
化
学
検
査

(

7

項
目
）
さ
ら
に

4
0
0
m
e
献
血
者

に
は
血
球
計
数
検
査
(

8

項
目
）
を
行

い
結
果
を
通
知
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
／
保
健
課
（
内
線
ー
2
3
)

主
催
／
大
洗
―フ
ィ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

※
輸
血
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
は
こ

遠
慮
く
だ
さ
い
。

愛
の
献
血
に
こ
協
力
を
！

今
年
も
、
師
走
を
迎
え
ま
し
た
。

昨
年
も
同
じ
こ
と
を
言
っ
た
気
が
し

ま
す
が
、
本
当
に
一
年
っ
て
早
い
で

す
ね
。
今
回
は
「
足
が
つ
る
11
こ
む
ら
返

り
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
私
の
祖
母
も
、
睡
眠
中
に

“
す
じ
が
つ
ま
っ
た
＂
と
し
ょ
っ
ち

ゅ
う
言
っ
て
い
ま
し
た
し
、
私
自
身

も
水
泳
中
に
体
験
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
中
で
も
あ
の
痛

み
を
体
験
し
て
い
る
方
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

足
が
つ
る
と
い
う
の
は
、
ふ
く
ら

は
ぎ
の
筋
肉
が
急
激
な
け
い
れ
ん
を

起
こ
し
強
く
収
縮
し
た
状
態
の
こ
と

を
言
い
ま
す
。
筋
肉
の
収
縮
は
、
脊

髄
か
ら
の
指
令
で
、
収
縮
の
程
度
も

自
動
的
に
調
整
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

何
ら
か
の
原
因
で
こ
の
調
整
が
う
ま

く
い
か
な
く
な
る
と
、
足
が
つ
る
状

態
と
い
う
訳
で
す
。

運
動
中
に
起
こ
る
も
の
は
、

①
急

な
ま
わ
り
の
温
度
の
変
化
（
水
に
入

。ノ

こむら返りについて

（
保
健
婦

已

）＝＝ロ

っ
た
時
）

②
体
内
の
水
分
不
足
③
準

備
運
動
不
足
④
激
し
い
運
動
の
後
な

ど
が
原
因
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が

病
的
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
考
え
ら

れ
な
い
の
で
心
配
い
ら
な
い
で
し
ょ

う
。次
に
、
睡
眠
中
に
起
こ
る
も
の
で

す
が
こ
れ
も
ほ
と
ん
ど
が
病
的
な
も

の
で
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
中
に
は
糖
尿
病
や
肝
臓
病
、
妊

娠
な
ど
も
し
く
は
、
服
用
し
て
い
る

薬
の
作
用
に
よ
っ
て
、
足
が
つ
る
状

態
に
な
り
や
す
い

こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
病
気
や
何
か
薬
を

服
用
し
て
い
る
場
合
で
、
た
び
た
び

足
の
つ
る
方
は
、
ぜ
ひ
か
か
り
つ
け

医
へ
相
談
し
て
み
て
下
さ
い
。
又
特

に
こ
れ
ら
の
病
気
も
な
く
内
服
し
て

い
る
薬
も
な
い
の
に
、
毎
晩
の
よ
う

に
足
の
つ
る
痛
み
で
安
眠
で
き
な
い

ょ
う
で
し
た
ら
、
病
気
の
有
無
の
確

認
も
含
め
て
病
医
院
へ
か
か
る
こ
と

を、

お
す
す
め
し
ま
す
。

最
後
に
、
足
が
つ
る
状
態
に
な
っ

た
時
の
対
処
法
と
し
て
は
、
ま
す
強

く
収
縮
し
て
い
る
筋
肉
を
あ
わ
て
な

い
で
ゆ
っ
く
り
と
伸
ば
し
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
あ
る
程
度
け
い
れ
ん

が
お
さ
ま
っ
た
ら
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
ス

ト
レ

ッ
チ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
あ
ま

り
強
い
力
で
行
う
と
よ
け
い
筋
肉
を

痛
め
ま
す
の
で
気
を
つ

け
て
下
さ

ーヽ

。
し

荻
原
由
美
子

(15) 広報おおあらい '98.12.7 



ぅ祝禿豚館の1中均9入
テ.;,r- nil......n，^ 、さ

ブ リ

（
 

正月が近づいてくるとテレビなどで話題になるブリ。タ

イと並んでめでたい魚とされています。ブリは成長段階で

名前が変わる出世魚。地方によって若干の違いはあります

が、モジャコから始まり、ワカシ、ワラサ、そしてブリと

大きくなるにつれて呼び名が変わります。

水族館では一番大きな回遊水槽で泳いでいますが、酸素

欠乏に弱いので大きなものは運べません。そのため、この

水槽で暮らすフリたちは哀の予備水槽で時間をかけて育て

られます。デビュ＿までには成長に伴って水槽も広くして

やります。これも「出世」の一つでしょうかつ1

~
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